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参考１．ISS計画における各極の分担

○参加国の貢献に見合う電力等の利用資源、宇宙飛行士の搭乗機会
が配分される。

○これと等しい割合の共通運用経費を分担する。
日本は、宇宙ステーション補給機（HTV）の打上げで代替する計画である。
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※ﾛｼｱは、自国の資源を100%活用

○JEMの利用権は日本が51%、米国が46.7%、カナダが2.3%を有する



月面で無人（ロボット）
月探査

2015～2020年の間に
有人月面探査

有人探査船
（CEV）

現在

2004 2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018 2020

2010年頃までに引退

火星等を目指
した有人探査月・火星探査

ISS

スペースシャトル

参考２．米国大統領「宇宙探査計画のための新ビジョン」

建設完成

2014年頃までに
有人飛行

開発・試験



参考３．「きぼう」・HTV・ｾﾝﾄﾘﾌｭｰｼﾞの現状（１）

【船内実験室】

米国ケネディ宇宙センターにお
いて、米国要素との組合せ試
験を完了。

【船外実験ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ】

筑波宇宙センターにて、
保管・機能維持

【船外実験パレット】
筑波宇宙センターにて、
保管・機能維持

【ロボットアーム】

筑波宇宙センターにて、
保管・機能維持

【船内保管室】

筑波宇宙センターにて、
保管・機能維持

＜宇宙ステーション補給機（HTV）の開発状況＞

（１） 現在、各構成要素のエンジニアモデル（EM）試作

試験を実施中。
（２） １６年度には、燃焼試験、強度試験、電気性能試験

などのEMシステム試験を実施する予定。

（３） １７年度には詳細設計審査を完了させ、実機製作を

進める予定。

＜生命科学実験施設（ｾﾝﾄﾘﾌｭｰｼﾞ）の開発状況＞

（１） 重力発生装置搭載モジュールは、現在、大口径

シール開発試験を実施中。

（２） 重力発生装置は、平成１４年３月に基本設計を完了

し、詳細設計に着手。

（３） 生命科学グローブボックスは、主要構成要素の開発

を完了。平成１５年９月には模擬訓練装置の製作が
完了し、訓練を開始。

HTV与圧構造モデル

生命科学ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ
訓練設備（トレーナ）

平成１９年度（2007年度）
初号機打上げ予定

１６年度予算案 37,457百万円
１５年度予算額 37,679百万円
[運営費交付金中の推定額を含む]

＜日本実験棟「きぼう」の開発状況＞
（１） 平成１３～１４年度にかけて、実験棟「きぼう」の各要素・搭載実験装置・

地上管制設備を組み合わせた機能試験を実施。
（２） その後、船内実験室は米国ケネディ宇宙センターへ搬入し、米国要素との組合せ機能試験を完了。
（３） 船外実験プラットフォームなどは開発作業を完了し、筑波宇宙センターで保管・機能維持。
（４） 衛星間通信システムなどは平成１６年内の完成に向け、開発作業を継続。



1988
△

ISS計画
レーガン大統領が
有人宇宙ステーション
建設を提唱

日、米、欧、加
宇宙基地協力
協定を署名

1984
△

1993
△
ISS計画への
ロシア招請を
決定

JEM

1998
△

日、米、欧、加、露
新宇宙基地協力
協定を署名

△1998
ISS最初の構成要素打上げ

△2000
ISS長期滞在開始

設計 開発基礎試験

エンジニアリングモデル製作・試験

実機製作・試験

2004.2
▽

エンジニアリングモデル製作・試験

実機製作・試験

エンジニアリングモデル製作・試験

設計

設計

実機製作・試験

参考３．「きぼう」・HTV・ｾﾝﾄﾘﾌｭｰｼﾞの現状（２）

米国輸送
定期的機能維持

維持設計

JEM開発

HTV開発

ｾﾝﾄﾘﾌｭｰｼﾞ
開発

※本スケジュールはコロンビア号事故以前に調整されたものである。

船内保管室
‘06.3打上げ

‘07.4
打上げ

‘07.11
打上げ

船外実験プラ
ットフォーム等
‘07.6打上げ

船内実験室等
‘06.7打上げ



先端技術開発分野

宇宙環境計測曝露部利用利
便性向上の為の

技術開発

曝露部利用利
便性向上の為の

技術開発

軌道上大型
構造建設技術

軌道上
補給技術

自立航行型
小型ロボット

教育利用

民間による非研究開発利用

人文社会科学・文化的利用

教育利用

民間による非研究開発利用

人文社会科学・文化的利用

一般利用分野
利用拡大方策を検討

高品質蛋白
質結晶生成
による創薬等

への貢献

３ＤＰＣを用いた
レーザーパルス
増幅素子の開発

（ﾅﾉ高機能性材料研究）

超微粒子結晶
電子材料作成
技術の開発

（ﾅﾉ高機能性材料研究）

応用利用分野

ＡＡ
ＢＢ
ＣＣ

Ａ＋Ａ＋

DD

優先的に推進すべき

推進すべき

可能であれば推進すべき

推奨しない(総合評価の結果)

推奨しない(専門ＷＧ等での検討結果)

宇宙ゲノム
科学

宇宙行動科学宇宙環境科学
宇宙バイオ
テクノロジー

長期宇宙飛行
におけるヒュー
マンファクター

の検討

長期宇宙飛行
におけるヒュー
マンファクター

の検討

宇宙放射線
リスク評価の

基準データ取得

宇宙放射線
リスク評価の

基準データ取得

地球圏外
生物科学

宇宙生命科学分野
人類の活動範囲拡大に必須な領域、

及び生命の普遍則探求のための領域に集中

分子階層化に
よる高次構造

形成

ISS近傍の
化学反応

臨界点
ダイナミクス

極低温
量子現象

非平衡
複雑系

ダイナミクス

基礎科学分野
我が国の基礎科学研究の方向性や特徴
を踏まえ、発展性のある領域に集中

高エネルギー
宇宙物理学

（ＭＡＸＩ）

地球環境
科学技術
（SMILES）

科学観測分野
JEM船外実験プラットフォームに

適合した観測領域に集中

具体的ニーズがあり、宇宙環境利用の
有効性が早期に実証できる課題に集中

物質科学分野

高品質・高付
加価値化結晶
成長メカニズム

メゾ・マクロ
熱流体ダイ

ナミクス

液滴群燃焼
ダイナミクス

革新的機能
性物質創製
メカニズム

宇宙船内低速
空気流中電線
燃焼特性評価

微粒子・コロ
イド結晶製造

高純度
ガラス製造

バルク
結晶製造

重力揺動と流
れ制御技術

液相燃結
薄膜

結晶製造

宇宙機関として
主体的に実施
すべき業務

宇宙機関として
主体的に実施
すべき業務

※１ 曝露部の利用利便性向上後、将来の宇宙利用
領域拡大に向けて、中・長期計画で段階的に実施

※２ 開発コスト増、ISS計画遅延による国際的先進
性の喪失のため中止

※１ ※１

※１

光通信実験
装置（LCDE）

※２

我が国独自の実験技術を活かして、産業に貢献する基礎研究領域に集中

ＪＥＭ船外実験プラットフォーム利用を発展させるための
技術開発に集中

参考４. （１）重点領域 総合評価結果
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参考４． （２）フライト候補テーマ

•宇宙船内低速空気流中における電線の燃焼特性にお
よぼす材料諸特性の影響

燃焼 （A)

•微小重力下におけるシリコンの無容器結晶化

•微小重力下における液体半導体融液及び過冷却状態
の熱物性

革新的機能性物質
創製ﾒｶﾆｽﾞﾑ

（A)

•高プラントル数流体の液柱マランゴニ振動流遷移にお
ける表面変形効果の実験的評価

•フローティングゾーン結晶成長法における流体部の無重
力場における流動現象

•マランゴニ対流の定常流からカオス流への遷移過程と
流れの内部構造の観察

•マランゴニ対流におけるカオス・乱流とその受動的制御

•液体構造の複雑性の系統的変化を示す１４（IVB）族液
体における自己拡散および不純物拡散に及ぼす短距離
秩序の役割

•透明有機結晶を用いた包晶反応過程の直接観察

•微小重力下におけるIn0.3Ga0.7As均一組成単結晶の成
長

•樹枝状結晶の成長過程のその場観察による結晶の形
態形成に対する微小重力の効果

•固液界面安定性に対する重力の影響

•溶液からの結晶成長その場観察

•周期的な渦流における分散粒子のダイナミクス

•光干渉顕微その場観察による液体の拡散係数及び温
度拡散係数の測定

高品質・高付加価
値化結晶成長メカ
ニズム

（A+)

課題領域

•宇宙空間における生体寿命の変動細胞クローン寿命の解析行動科学＆ゲノム
科学(A+)

•宇宙飛行士が歩行中における眼球・頭部・体幹部の姿勢調節
戦略におよぼす影響について

•微小重力下における両生類オタマジャクシの生理学的研究

宇宙行動科学
(A)

•鶏胚の卵絨毛尿膜の血管新生を刺激するのは重力か？ある
いは酸素濃度か？

宇宙ゲノム科学＆
環境科学(A+)

•ラットの骨格筋繊維および脊髄運動のニューロンに及ぼす微
小重力ならびに神経筋活動の影響

•微小重力の前庭系神経伝達機構に及ぼす影響
•両生類培養細胞による細胞分化と形態形成の調節
•哺乳動物培養細胞における宇宙環境曝露後のp53調節遺伝

子群の遺伝子発現
•ヒト培養細胞におけるTK変異体のLOHパターン変化の検出
•カイコ生体反応による長期宇宙放射線曝露の総合的影響評

価
•宇宙放射線と微小重力の哺乳類細胞への影響
•微小重力環境における高等植物の生活環
•筋蛋白質のユビキチン化を介した筋萎縮の新規メカニズム
•破骨細胞分化因子（RANKL）遺伝子制御領域内の重力感受

エレメントの同定
•重力によるコムギ芽生え細胞壁のフェルラ酸形成の制御機構

宇宙ゲノム科学
(A+)

課題領域

•宇宙環境計測ミッション（SEDA)宇宙環境計測
(A+)

課題領域

物質科学 生命科学

•全天X線監視（MAXI)高エネルギー
宇宙物理学(A+) 

•超伝導サブミリ波リム放射サウンダ（SMILES)地球科学(A+)

課題領域

科学観測

技術開発


